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事例２
「臨江之麋」を基にした創作活動を通して、人間、社会に対する

び

思想を的確にとらえる

１ 育成を目指す言語能力

本単元は、古典の寓話に描かれた人間像や思想を、表現に即して的確に読み取るという言語能

力を育成するために計画したものである。新学習指導要領の「古典Ｂ」の指導事項「ウ 古典を

読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確にとらえ、ものの見方、感じ方、考え

方を豊かにすること。」を指導の中心に取り上げる。そして、「書き手の主張や文章の内容をと

らえ、音読を取り入れながら読み味わっている。」「寓話の内容を押さえながら、書き手が述べ

ようとしていることを読み取っている。」という評価規準を中心にして評価する。また、「国語

総合」の「ア 文章を読んで脚本にしたり、古典を現代の物語に書き換えたりすること」を参考

にして設定した、「寓話の内容と自分の生活や現代の状況との共通点を考え、自分の言葉で物語

を創作する」という言語活動を通して、前述した能力を育成する。

この実践は、訓詁注釈に偏りがちな古典の指導を改善し、一層古典に親しむ態度を身に付ける

ことができるように、生徒が学習に主体的に取り組める創作活動を工夫した事例である。

２ 学習活動の概要

(1)単元名 名家の文章「臨江之麋」（柳宗元）
び

(2)単元の目標

①漢文の寓話を読んで、表現の意図や特色をとらえようとしたり、心情を豊かにし、思考力を育

て、人間、社会などに対して自分なりの考えをもとうとしたりする。 （関心・意欲・態度）

②書き手の主張や文章の内容をとらえ、音読を取り入れながら読み味わう。 （読む能力）

③寓話の内容を押さえながら、書き手が述べようとしていることを読み取る。 （読む能力）

④漢文の訓読に必要な返り点、送りがな、句読点などに関するきまりについて理解する。

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

(3)単元の評価規準

関心・意欲・態度 読む能力
伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項

①漢文の寓話を読んで、表現の ①書き手の主張や文章の内容をとら ①漢文の訓読に必要な返

意図や特色をとらえようとし え、音読を取り入れながら読み味 り点、送りがな、句読

たり、心情を豊かにし、思考 わっている。 点などに関するきまり

力を育て、人間、社会などに ②寓話の内容を押さえながら、書き について理解してい

対して自分なりの考えをもと 手が述べようとしていることを読 る。

うとしたりしている。 み取っている。
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(4)指導と評価の計画(５時間)

時間 学習活動 指導上の留意点 単元の評価規準と評価方法

１ 作品の音読

(1)本文について、範読を聞く、 ○難読語句について説明す 読む能力①

斉読する、二人組になって一 る。 言語文化と国語の特質①

文ずつ交互に読み合う、指名 （指名読みで確認）

により順番に読む。

２ 本文の内容理解 読む能力①

(1)書き下し文を書く。 言語文化と国語の特質①～

３ (2)口語訳をする。 ○脚注を参考にさせる。 （ノートへの記入状況の

確認）

４ 物語の作成（前半）

(1)あらすじを確認する。資料２ ○復習のため、教科書、ノー 読む能力①

（一） トを参照させる。 （ワークシート資料２へ

(2)登場人物（動物）の実例を考 ○必要に応じて、「国家」な の記述の確認）

えてみる。資料２ （二） どの例を挙げて示唆する。 読む能力②

(3)あらすじと実例を踏まえて自 ○机間指導をして、筆が進ま （ワークシート資料２へ

由に連想し、物語の状況を設 ない生徒に対しては助言を の記述の確認）

定する。物語の素描を作成す 与えたり周囲の生徒と相談

る。資料２ （三） させたりする。

５ 物語の作成（後半）

(1)前時の活動を元に物語を清書 読む能力②

する。資料３ （ワークシート資料３へ

(2)作品を発表し、他者の発想に ○生徒の書いたものを教師が の記述の確認）

対する「気付き」を体験する。 数編選び、読み上げる。

※「関心・意欲・態度」は単元全体を通して評価する。

３ 評価の例

「寓話の内容と自分の生活や現代の状況との共通点を考え、自分の言葉で物語を創作する」と

いう言語活動において、大半の生徒があらすじを把握し、身の回りの出来事と比較して考え、現

代社会における身近な実例を挙げることができた。

資料２のワークシートで、寓話にあてはまるような人として、生徒が挙げた例

生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ

臨江之人 人間 夫 校長

麋 ハムスター 嫁 教師

犬 猫 姑 生徒

寓話を基にした新たな人物設定で「物語」を創作するという言語活動において、読み取った原

典の内容を、原典とは異なる設定で書き改めることを通して内容理解の深化を図った。この学習
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活動で、「十分満足できる」と判断される作品の例が資料４ である。

４ 成果と課題

(1)成果

本事例の成果として、次のようなことが挙げられる。

ア 古典に親しませるための指導の改善

この実践は、「漢文の寓話を読んで、表現の意図や特色をとらえようとしたり、心情を豊

かにし、思考力を育て、人間、社会などに対して自分なりの考えをもとうとしたりする態度

を身に付ける」ためのものである。古典をただ単に口語訳して解釈するだけではなく、そこ

に込められた英知や処世訓などを自分自身のものとして体得し、生きた知恵とすることを目

指している。そのために、物語を創作するという言語活動を取り入れた。その結果、資料４

のような秀作が多数見られた。

イ 言語活動によって、生徒が能動的に学習に取り組む状況を設定できたこと

古典の授業では、生徒はもっぱら教科書を読み、教師の説明を聞き、板書を写すことに終

始することが多い。本事例では、書くことに関する言語活動によって、生徒が能動的に学習

に取り組む状況を設定できた。

ウ 多面的な評価

古典の文章を解釈することや言語事項を覚えることが苦手な場合でも、想像して書く活動

には意欲的な姿勢を見せる生徒が多数見られた。その点で、これまでの指導では見えてこな

かった、生徒の新たな面を評価することができた。指導の工夫次第で、古典への関心を高め

ることや、多面的な評価ができる。

(2)課題

訓詁注釈に偏りがちな古典の指導を改める必要性は、これまでも指摘されてきた。本事例は、

そうした状況を改善するための試みでもあり、実践の結果、次のような課題が残った。今後の指

導の改善に生かしたい。

ア 年間指導計画の見直し

十分に時間を確保して創作活動等に取り組ませるには、数時間を要する。そのためには、

年間指導計画を見直して、単元の構成や様々な言語活動の位置付けを再構成する必要がある。

イ 発問やワークシートの工夫

受け身の学習姿勢になりがちな生徒に対して、豊かな発想を引き出し、主体的に学習活動

に取り組ませることのできる、発問やワークシートの工夫が必要である。

ウ 学習形態の工夫

生徒同士の学び合いを促すために、普段の指導や創作活動にもグループ活動を取り入れる

など、指導の在り方を工夫する必要がある。

使用教科書

・『改訂版高等学校標準古典』第一学習社
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ニ

ラ

①
臨
江

今
の
重
慶
市
忠
県
。

②
麋
麑

「
麋
」
は
、
ト
ナ
カ
イ
の
一
種
で
、「
な
れ
し
か
」
と
い
う
大
鹿
。
「
麑
」
は
鹿
の
子
。

③
怛

お
ど
し
て
恐
れ
さ
す
。

④
就
犬

犬
に
近
づ
け
る
。

⑤
習
示

何
度
も
何
度
も
見
せ
る
こ
と
。

⑥
稍

少
し
ず
つ
。

⑦
積
久

し
ば
ら
く
た
っ
て
。

⑧
抵
触
偃
仆

体
に
触
れ
た
り
転
げ
回
っ
た
り
。

⑨
狎

鹿
の
子
が
犬
に
な
れ
親
し
む
。

⑩
与
之
俯
仰

鹿
の
子
に
調
子
を
合
わ
せ
る
。

⑪
啖
其
舌

舌
な
め
ず
り
す
る
。

⑫
狼
藉

狼
が
草
を
敷
い
て
寝
た
後
の
乱
雑
な
さ
ま
。
こ
こ
は
、
食
べ
か
す
が
散
乱
し
て
い
る
様
子
。

（
書
き
下
し
文
）

臨
江
の
人
、

畋
り
し
て
麋
麑
を
得
、
之
を

畜

は
ん
と
す
。
門
に
入
る
に
、
群
犬

涎

を
垂
ら
し
、
尾
を
揚
げ
て
皆
来
た
る
。

か

び

げ
い

や
し
な

よ
だ
れ

其
の
人
怒
り
て
之
を
怛
れ
し
む
。
是
れ
よ
り
日
に
抱
き
て
犬
に
就
き
、
之
に
習
示
し
て
、
動
く
こ
と
勿
か
ら
し
め
、

稍

く
之

お
そ

な

や
う
や

と
戯
れ
し
む
。
積
む
こ
と
久
し
く
し
て
、
犬
皆
人
の
意
の
ご
と
し
。

麋
麑
稍
く
大
に
し
て
、
己
の
麋
な
る
こ
と
を
忘
れ
、
以
っ
て
犬
は

良

に
我
が
友
な
り
と
為
し
、
抵
触
偃

仆
し
て
、

益

狎

ま
こ
と

え
ん
ぼ
く

ま
す
ま
す

な

る
。
犬
は
主
人
を
畏
れ
、
之
と
俯
仰
し
て
甚
だ
善
し
。
然
れ
ど
も
時
に
其
の
舌
を
啖
ふ
。

お
そ

ふ

く
ら

三
年
に
し
て
、
麋
門
外
に
出
で
、
外
犬
の
道
に
在
る
こ
と
甚
だ
衆
き
を
見
、
走
り
て
与
に
戯
れ
を
為
さ
ん
と
欲
す
。
外
犬
見

お
ほ

て
喜
び
且
つ
怒
り
、
共
に
殺
し
て
之
を
食
ら
ひ

道
上
に
狼

藉
た
り
。
麋
は
死
に
至
る
ま
で
悟
ら
ず
。

ら
う
ぜ
き

＊
「
柳
先
生
文
集
」

中
唐
の
詩
人
・
文
章
家
で
あ
る
柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）
の
詩
文
を
集
め
た
も
の
。

-
1
8

-
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２
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

（

）
年
（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

臨
江
之
麋

一

あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
よ
う
。

①
臨
江
の
人
が
【

】
を
捕
ま
え
た
。

②
そ
れ
を
連
れ
て
帰
る
と
犬
ど
も
が
【

】
と
し
た
。

③
そ
の
人
は
【

】
を
何
度
も
【

】
し
た
。

④
犬
ど
も
は
【

】
に
な
っ
た
。

⑤
【

】
は
自
分
と
【

】
が
友
だ
ち
で
あ
る
と
思
っ
た
。

⑥
【

】
は
門
の
外
に
逃
げ
出
し
た
。
そ
こ
に
野
犬
の
群
れ
が
い
た
。

⑦
【

】
は
一
緒
に
遊
ぼ
う
と
し
て
駆
け
寄
る
と
、
野
犬
に
た
ち
ま
ち
喰
い
殺
さ
れ
た
。

二

こ
の
寓
話
に
あ
て
は
ま
る
よ
う
な
人
が
、
現
実
に
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
由
に
考
え
よ
う
。

○
麋
→

○
臨
江
之
人
→

○
群
犬
→

○
外
犬
→

三

二
の
人
物
設
定
で
、
自
分
な
り
の
物
語
を
創
作
し
よ
う
。

右
の
マ
ル
の
中
に
あ
る
こ
と
ば
で
思
い
つ
い
た
こ
と
を
、
自
由
に
書
き
出
し
て
み
よ
う
。

（1）

ど
う
な
っ
た

い
つ

だ
れ
が

な
に
を

ど
こ
で

な
に
が

ど
う
し
て

で
書
き
出
し
た
こ
と
ば
を
つ
な
げ
て
、
物
語
を
創
作
し
よ
う
。

（2）

（1）

-
1
9

-
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題
名

【

】
（
例
、
「
あ
あ
、
か
ん
ち
が
い
」
）

資
料

４

（
生
徒
の
作
品
例
）信

じ
る
べ
き
モ
ノ

あ
る
日
、
某
地
方
を
統
治
し
て
い
た
将
軍
が
病
気
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
将
軍
は
遺
言
を
残
し
て
お
り
、

彼
の
息
子
が
後
を
継
い
だ
。

し
か
し
、
そ
の
息
子
と
い
う
の
が
と
ん
だ
う
つ
け
で
、
地
方
を
統
制
す
る
方
法
な
ど
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

家
臣
は
言
っ
た
。

「
お
父
上
の
仕
事
ぶ
り
は
、
我
々
が
見
て
き
ま
し
た
故
、
我
々
が
あ
な
た
様
に
助
言
を
し
て
さ
し
あ
げ

ま
す
よ
。
」

息
子
は
大
変
喜
び
、
父
の
人
望
に
感
謝
さ
え
し
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
家
臣
達
は
、
彼
の
父
の
仕
事
は
一
切

続
け
ず
、
己
の
思
う
が
ま
ま
に
彼
を
操
っ
た
。
当
の
彼
は
、
た
だ
た
だ
喜
び
、
家
臣
を
信
用
し
き
って
い
た
。

数
ヶ
月
経
っ
た
あ
る
日
の
事
で
あ
る
。
城
の
外
へ
出
る
事
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
彼
は
、
庭
園
を
歩
き
回
っ
て

い
た
。
す
る
と
何
処
か
ら
だ
ろ
う
か
、
怒
った
様
な
声
が
聞
こ
え
、
不
安
に
な
り
、
急
い
で
部
屋
に
戻
っ
た
。

「
如
何
致
し
ま
し
た
？

そ
ん
な
に
息
を
切
ら
し
て
。
」

い

か

が

「
今
そ
こ
で
、
と
あ
る
噂
を
聞
い
た
の
だ
。
わ
し
は
、

政

を
誤
っ
て
は
お
ら
ん
よ
な
？
」

ま
つ
り
ご
と

家
臣
は
大
層
び
っく
り
し
、
し
か
し
、
冷
静
に
言
った
。

「
何
を
仰
る
の
で
す
。
貴
方
の
政
は
完
璧
で
す
よ
。
も
っと
自
信
を
持
っ
て
下
さ
い
。
」

彼
は
そ
の
言
葉
を
信
じ
、
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。
彼
は
自
分
や
噂
よ
り
も
、
家
臣
を
信
じ
た
の
だ
。

翌
日
、
彼
は
こ
っ
そ
り
と
、
城
を
抜
け
出
し
た
。
完
璧
と
ま
で
言
う
の
な
ら
、
民
に
崇
め
ら
れ
褒
め
ら
れ

た
い
と
い
う
欲
が
出
た
の
だ
。
初
め
て
会
っ
た
男
に
、
彼
は
お
も
む
ろ
に
声
を
か
け
た
。

「
や
ぁ
や
ぁ
、
我
は
こ
の
地
の
統
主
、
笠
鷺
幾
伴
で
あ
る
ぞ
。
ぬ
し
、
わ
し
に
会
え
た
事
を
光
栄
に
思
う
が

か
さ
さ
ぎ
い
く
と
も

良
い
。
さ
ぁ
我
を
―
」

「
笠
鷺
幾
伴
だ
と

皆
、
我
ら
の
敵
が
来
た
ぞ
！
」

!?

話
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
男
が
叫
び
、
人
々
が
集
ま
った
。
敵
と
は
一
体
誰
の
事
だ
った
の
か
。
何
故
民
は

農
具
等
を
向
け
る
の
か
。
彼
は
答
え
を
聞
け
ぬ
ま
ま
、
深
い
深
い
闇
へ
と
、
痛
み
と
共
に
堕
ち
て
逝
く
の
だ
っ

た
…
…
。

も
し
彼
が
自
分
を
信
じ
て
い
れ
ば
、
自
分
で
統
治
し
よ
う
と
さ
え
し
て
い
れ
ば
。
事
の
全
て
を
聞
い
た
彼

の
母
は
、
ひ
た
す
ら
嘆
き
、
涙
を
涸
ら
し
、
そ
の
命
さ
え
も
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

誰
が
一
番
悪
い
の
？

家
臣
？

お
父
さ
ん
？

息
子
？

民
？

お
母
さ
ん
？

-
2
0

-


	事例２「臨江之麋」を基にした創作活動を通して、人間、社会に対するび思想を的確にとらえる

